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緒 言

曩 ニ余1)ハCorydalis cavaノ 主 要Alkaloidナ

ルBulbocapnin C19H19NO4ノ 家 兎 正 常血 糖 ニ

及 ボ ス影 響 及 ビ其 ノ作用 機 轉 ニ就 キ研究 シ タ リ.

本 物 質 ハ 家 兎 ニ於 テ少量 ヨ リ大 量 ニ至 ル迄 毎 常 血

糖 増 加 作 用 ヲ有 シ,又 之 ヲ反 覆 注 射 スル モ其 ノ1

囘投 與 ノ場 合 ト同 樣 ナ ル 血 糖 増 加 ヲ來 シ,該 作

用 ハ 内臟 神 經 切 除 家 兎 ニ於 テ ハ 之 ヲ缺 如 シ,又

Yohimbinノ 前 處 置 ニ ヨ リ殆 ド全 ク抑 制 セ ラル.

更 ニVeronal及 ビLuminalノ 一定 量 ノ前 處 置 ニ

ヨ リ豫 メ腦 幹 ヲ麻 痺 セ シ メ タル 後 ニハ本 物 質 ニ ヨ

ル過 血糖 ハ著 シ ク抑 制 セ ラ レ,反 之,Urethan及

ビChloralhydratノ 一 定 量 ヲ以 テ前 處置 セル 家

兎 ニ於 テハ 血 糖 ハ 却 ツ テ顯 署 ニ増 加 シ,又 該 過 血

糖 ハAntipyrin及 ビ硫酸Magnesiumヲ 豫 メ注 射

セ ル家 兎 ニ於 テハ顯 著 ニ増 加 發現 スル モ,Atropin

前 處 置 ハ夫 レニ對 シ殆 ド認 ムベ キ影 響 ヲ及 ボ サザ

ル ヲ觀 タ リ.

余 ハ 斯 カル 成 績 ニ基 ツキ,Bulbocapninハ 糖 中

樞 ヲ刺 戟 興 奮 セ シ ムル モ ノ ニシ テ,糖 中樞 ヨ リノ

衝 動 ハ 内臟 神 經 ヲ介 シテ 副 腎,肝 臟,其 ノ他 腹 部

諸 臟 器 ニ達 シ,殊 ニ副 腎Adrenalinノ 分 泌 ヲ昂

メ.以 テ糖 原 物 質 ヲ分解 シ過 血 糖 ヲ惹 起 シ,其 ハ侵

襲部位ハ腦幹殊ニAschner等 ノ所謂間腦視丘下

糖中樞竝ニ更ニソレヨリ上位ノDresel u. Lewy

等 ノ提唱セル線状體中ノ糖中樞ナルベク,其 ノ際

該過血糖ノ發現ニ對 シ副交感神經系ハ 殆 ド參與

セザルモノト論斷セリ.仍 ツテ余ハ次 ニBulbo-

capninノ 血糖増加作用 ノ機轉 ヲ一層闡明ナ ラシ

ムベク,豫 メ家兎ニ實驗的過血糖竝ニ無血糖 ヲ惹

起セシメ,夫 等 ニ對 スル本物質ノ影響 ヲ檢索セリ.

而 シテ過血糖ノ成立機轉ハ中樞性刺戟ニ因ル場合

ト末梢性作用ニ基 ツク場合及 ビ神經系統ニ關係ナ

キ場合モアリ.本 篇 ニ於テハ中樞性作用 ヲ有スル

藥物 トシテハBulbocapninト 化學的集成又ハ一

般 中毒 症 状 ニ於 テ相 似 シ,且 血 糖 増 加 作 用 ノ機 轉

ニ關 シ テハ 同 軌 ナル モ ハ ト思 惟 セ ラル ルMorphin

及 ビ末 梢 性 ニ モ極 メテ輕 度 ナル過 血 糖 ヲ招 來 スル

モ,主 トシ テ 中樞 性 ニ作 用 シ過血 糖 及 ビ糖 尿 ヲ惹

起 スル モ ノ ト稱 セ ラル ルDiuretinヲ 選 ビ,又 神 經

系 統 ニ關 係 ナ キ モ ノ トシ テハ 葡 萄 糖 投 與 ニ因 リ實

驗 的過 血 糖 ヲ起 シ,他 方 實 驗 的 低 血 糖 ヲ招 來 セ シ

ム ル ニ ハInsulinヲ 使 用 セ リ.然 ル後 余 ハ 更 ニ

Bulbocapninノ 副 腎Adrenalin含 有量 竝 ニ肝 臟

糖 原 含 有 量 ヲ測 定 シ,以 テ前 述 ノ如 キ余 ノ推 論 ノ

正 鵠 ナ リヤ 否 ヤ ヲ究 明 セ リ.猶 ホ末 梢 性 過 血 糖 ト
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Bulbocapninノ 血 糖作 用 トノ關 係 ニ就 テ ハ 便 宜

上次 篇 ニ於 テ詳 述 スル コ トトセ リ.

實驗材料及ビ實驗方法

實驗材料及ビ血糖測定方法ハ前報 ニ詳述シタル

ヲ以テ,茲 ニハ省略 ス.

Adrenalin定 量 ハ 家兎 ヲ24時 間 絶 食 セ シ メ須

藤,井 上 法2)ニ 據 リ,又 肝臟 糖 原 質 定 量 ハ岩 崎,毛

利 法3)ニ ヨ リテ加 水 分 解 シBertrand法4)ニ 據 リ

テ分解 シ タル糖 量 ヲ測定 シ之 ヲ糖原 質 ニ換 算 セ リ.

藥 品 ハ總 テ用 ニ臨 ミテ之 ヲ蒸 溜水 溶 液 トナシ,

Bulbocapninハ 耳 殼 靜脈 ニ其 ノ他 ノ 併 用藥 物 ハ

側 腹 部皮 下 ニ注射 スル コ ト トシ,用 量 ハ體 重1kg

ニ對 シ テ之 ヲ定 メタ リ.

實驗成績

I. Morphin過 血 糖 ニ及 ボ スBulbocapninノ

影 響

Morphinガ 家兎 ニ於 テ過血 糖 ヲ惹 起 ス ル コ ト

ハ 多數 諸 家(Luzzatto5), Aner及 ビKleiner6),

Rossa7), Steward及 ビRogoff8),加 藤9),林10),國

香11),菊 名12)等)ノ 研 究 ニ據 リテ既 ニ周 知 ノ事 實

ナ リ.而 シ テMorphin過 血糖 ノ成 立 機轉 ニ就 テ

ノ報 告 モ頗 ル多 ク,今 其 ノ主 ナル モ ノ ヲ列 擧 スル

ニ,Holn13)ハMorphin過 血糖 ガ副 腎摘 出後 ニ於

テ モ尚 ホ現 ハ ルル 點 ヨ リMorphinハ 末 梢 性 ニ肝

臟 ニ作 用 シ過 血 糖 ヲ惹 起 スル トナ シ,Eckhard14)

ハMorphin過 血 糖 ハ脊 髓 切 斷或 ハ 内臟 神 經 切 斷

動 物 ニハ 現 ハ レザ ル コ トヲ實 驗 シ,Morphinニ ヨ

ル刺 戟 ハ 植 物神 經 ヲ介 シ テ肝糖 原 質 ヲ移 動 スル ト

ナ シ,Lauehsinger15), Lepine16)モ 之 ニ賛 セ リ.

小林17)ハMorphin過 血 糖 ハ内 臟 神經 切斷 及 ビ

副 腎摘 出動 物 ニ於 テ ハ 現 ハ レ難 キモ,尚 ホ僅 ニ

現 ハ ル コ トヲ實 驗 シテ,Morphinハ 主 トシ テ交

感 神 經 ノ中 樞 部 ヲ刺 戟 シ テ 内臟 神經 ヲ介 シ テ副 腎

Adrenalinノ 分 泌 増 加 ヲ起 サ シ メ テ血 糖 ヲ増 加

セ シ ムル モ,尚 モ末 梢 性 ニモ僅 ニ血 糖 ヲ増 加 セ シ

ムル 作 用 ア リ トナ シ,Matenzit18)モ 亦略 ボ 同 樣

ノ報 告 ヲセ リ.立 川19)ハ 間 腦 麻 醉 藥(Veronal,

Luminal)使 用後 ニハMorphin過 血糖 ハ 完 全 ニ

抑 制 セ ラル ル ガ故 ニMorphinハ 間 腦 ノ糖 調 筋 中

樞 ヲ刺 戟 シ中 樞 性過 血 糖 ヲ起 ス ト結 論 シ,山 口20)

ハMorphinハ 内臟 神 經 中樞 部 ヲ刺 戟 スル ノ ミナ

ラズ迷 走神 經 中樞 部 モ 同時 ニ刺 戟 シ甲 状 腺 ノ分泌

ヲ増 加 シ テ過 血 糖 ヲ起 シ,而 シ テMorphinノ 刺

戟 スル 内臟 神 經 中樞 ハDiuretin等 ノ中樞 性 過 血

糖 ヲ起 ス藥 物 ノ作 用 スル 所 謂 間腦 糖 中樞 ニ非 ラズ

シテ恐 ラク 中樞 神 經 最 下 位 ニ位 スル モ ノ トセ リ.

輓近 坂 本21)ハ,Morphin過 血 糖 ハErgotamin前

處置,内 臟 神 經 切 斷 ニ ヨ リ著 明 ニ抑 制 サ レ,反 之.

Atropin前 處置及ビ迷走神經切斷後ニ於 テハ通常

ノ如ク現ハ レ,腦 幹麻醉藥 ヲ使用 スレバ殆 ド發現

セザ ル ヲ以 テ,Morphinノ 刺戟 スル部 位 ハ 間腦

糖 調 節 中 樞 中 ノAdrenalin分 泌 性 交感 神 經 部 位

(Falta)ナ ラ ン ト論斷 セ リ.

如斯,Morphinガ 血 中糖 分 ノ増 加 ヲ招 來 スル

コ トハ 諸 家 ノ齋 シ ク認 ムル所 ニ シ テ,其 ノ侵 襲 部

位 ハ 間腦 視 丘 下 糖 中 樞 ナル ガ 如 シ,而 シ テ余 ハ前

篇 ニ於 テ,BulbocapninトMorphinト ガ化 學 構

成 上何 レモPhenanthren系 ニ屬 シ,一 般 中毒 症

状 ノ酷 似 シ且 共 ニ血 糖 増 加 作 用 ヲ有 スル ニ鑑 ミ,

Bulbocapninモ 亦Morphinト 同 樣 ニ間 腦 視 丘 下

糖 中樞 ヲ侵 襲 スル モ ノナ ラ ンカ ニ想 到 シ,該 中樞

ヲ 侵 襲 スル モ ハ 稱 セ ラル ルAntipyrinト ノ併 用

實 驗 シ タル 結 果,BulbocapninハMorphinト 同

樣 ナル 關 係 ヲ示 ス ヲ觀 タ リ.

仍 ツ テ余 ハ 更 ニBulbocapnin過 血 糖 ニ 及 ボ ス

Morphinノ 影 響 ヲ窺 ヘ リ.蓋 シ之 等 兩 藥 物 ガ其

ノ侵襲 部 位 ヲ等 シク スル モ ノナ リ トセバ,兩 物 質

ノ血糖 増 加作 用 ハ合 加 發 現 スベ ケ レバ ナ リ.

1. Morphinノ 正常 血 糖 ニ及 ボ ス影 響

余 ハ 諸 家 ノ成 績 ヲ追 試 スル ト共 ニ其 ノ正 常 血 糖

ニ及 ボ ス影 響 ヲ窺 ヒ タ ル ニ
,其 ノ成 績 次 ノ如 シ

(第1表 參 照),
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第1表 Morphinノ 正常血糖 ニ及 ボ ス影響

Morphinハ1mg(對 體 重1kg,以 下 同樣)ニ

テハ血 糖 ニ殆 ド著 明 ナル影 響 ナ ク,2-3mgニ テ

ハ20-30%ノ 血 糖 増 加 ヲ示 シ,多 クハ 注射 後1時

間 ニ シ テ該 作 用 現 ハ レ,3時 間 ニ シ テ頂點 ニ達 ス

ル ガ 如 シ.5mgニ テハ3例 中2例 ニ テハ 注射 後

1-2時 間 ニ於 テ33-36%ノ 血 糖 増 加 ヲ呈 シ タル

ニ,1例 ハ注 射 後30分 ニ シテ却 ツ テ1%ノ 血 糖 減

少 ヲ呈 シ,後 約24%ノ 血 糖増 加 ヲ來 セ リ.更 ニ分

量 ヲ上昇 シ,10mgニ テ ハ5例 中3例 ニ於 テ何 レ

モ注 射 後 直 チ ニ血 糖 増 加 ヲ呈 シ,増 加率 ハ33-40

%ナ リキ.然 ル ニ他 ノ2例 ニ於 テ ハ注 射 後30分 ニ

シテ6-13%血 糖 減 少 シ,後 徐 々 ニ恢 復 シ,注 射

後2時 間 ヨ リ血 糖増 加(34-39%)ニ 移 行 セ リ.

本 成 績 ニ ヨ レバMorphinハ 少 量(2mg)ヨ リ

血 糖 ヲ増 加 セ シ メ,5-10mgニ テ ハ 多 ク ハ最 初 ヨ

リ血 糖 ヲ増 加 セ シ ム ルモ往 々初 期 ニ於 テ輕 度 ノ 血

糖 減 少 ヲ惹 起 シ タ ル後 増 加 セ シ ム ル コ トア リ.

2. Morphin過 血 糖 ニ及 ボススBulbocapninノ

影響

先 ヅ各 々1列 ノ家 兎 ニBulbocapnin 10-20mg

ヲ注 射 シ テ其 ノ血 糖 ノ經 過 ヲ觀 察 シ,一 定 時 日經

過 後Morphin 10mg注 射 後30分 ヲ經 テBulbo-

capninノ 上記 ノ量 ヲ注 射 シ テ 血 糖 經 過 ヲ窺 ヒ タ

ル ニ其 ノ成 績 第2表 ニ示 ス如 シ(次 頁 參 照).

本 成 績 ニ據 レバ,BulbocapninハMorphin過

血 糖 ニ對 シ一 般 ニ之 ヲ増 強 セ シ メ,場 合 ニ ヨ リテ

ハ 合加 乃 至 累 積 的(potenzierend)ニ 作 用 ス.此

事 實 ハBulbocapninガMorphinト 同樣 ニ間腦

視 丘 下糖 中樞 ヲ侵襲 シ テ過 血 糖 ヲ惹 起 スル モ ノ ナ

ラ ン トノ曩 ノ余 ノ意 見 ニ一 致 スル モ ノ ノ如 シ.但

シ1-2例 ニ於 テMorphinノBulbocapnin血 糖

増 加 作 用 ニ對 スル影 響 ノ比 較 的 著 明 ナ ラザ ル モ ノ

ア ル ガ,コ レMorphinハ 斯 カノレ量 ニ於 テ ハ注 射

後 一定 時 間 内 ニハ却 ツ テ血 糖 減 少作 用 ヲ示 ス コ ト

ア ル ガ 爲 ナ ル ベ シ ト思 考 セ ラル ル モ,猶 ホ之 ニ關

シテ 間 腦 視丘 下糖 中樞 ハLangerhans氏 小 島 ト副

腎 間 ヲ巧 妙 ニ調 節 シテ居 リ,血 中糖 量 ノ増 加ハ 本

中樞 ノ副 交 感神經 部 ノ興 奮 ヲ招 來 シ膵 臟Insulin
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ノ中樞 性 分 泌 亢 進 ヲ惹 起 ス トノFaltaノ 提 唱 ヲ考

慮 ニ加 フ レバ,此 ノ場 合 ニ於 テ モMorphinハ 斯

カル量 ニ テハ糖 中樞 ノ興 奮 ヲ招來 スル ヲ常 トス レ

ドモ,又 屡 々該 中樞 ニ於 ケル 血 糖 調 節 機能 ヲ刺 戟

シ テ却 ツテ血 糖 減 少 ノ作 用 ヲ及 ボ ス コ トアル ニ基

クモ ノナ ラ ン.

第2表 Morphin過 血 糖 ニ及 ボスBulbocapninノ 影 響

II. Diuretin過 血 糖 ニ及 ボ スBulbocapninノ

影 響

Diuretinガ 過 血 糖 ヲ 起 ス コ トハJacobj22)
, Ri-

chter23), Rose24)等 以 來 多 數 學 者 ノ齊 シ ク 認 ム ル

所 ニ シテ,其 ノ作 用機 轉 ハPollak25), Nisi26), E.

Bardier, Duchen及 ビStillmukes27) ,森 田28等

ノ研 究 ニ ヨ レバ該 過 血糖 ハ 中樞 性 刺 戟 ニ因 ル モ ノ

ト謂 フ.然 レ ドモJarisch29), Naito及 ビFujii30) ,

三 神31)等 ハ 内臟 神 經 切斷 後 ト雖 モ尚 ホ過 血 糖 ヲ惹

起 セ シ メ得 レ ドモ,正 常 家 兎 ニ於 ケル モ ノ ヨ リ數

等 弱 キ程 度 ナル コ トヲ實 驗 シ,今 村32),岡 添33),

杉 本34)等 ハAtropinノ 少量 ノ前 處 置 ハDiuretin

過 血 糖 ニ抑 制 的 ニ作 用 ス ト云 ヘ リ.

要 スル ニDiuretinハ 主 トシ テ 中樞 性 ニ作 用 シ

テ過 血 糖 ヲ來 シ,末 梢 性 ニ モ亦 之 ヲ表 ハ ス作 用 ア

リ ト思 惟 セ ラル ル モ,其 ノ作 用 タル ヤ極 メテ輕 度

ナル ガ如 シ,

余 ハBulbocapninノ 血 糖 作 用 ノ機 轉 ヲ一層 究

明 セ ム トシ,Diuretinノ 前 處置 家 兎 ニ於 ケ ル該 作

用 ヲ檢 シ タ リ.而 シ テDiuretinノ 量 ハ 諸 家 ノ實

驗 ニ倣 ヒ0.5(對kg)ヲ 選 ビタ リ.

1. Diuretinノ 正 常血 糖 ニ對 スル作 用

Diuretinガ 血 糖増 加 作 用 ヲ有 ス ル 事 ハ 周 知 ノ

事 實 ニシ テ上記 諸 家,就 中杉 本 等 ノ報 告 ニ據 レバ,

本 物 質 ノ0.5gヲ 注射 ス レバ血 糖 ハ 毎常 階 段 状 ニ

上 昇 シ3-4時 間 ニ シテ最 高 ニ達 シ(平 均 約120%)

ソ レヨ リ漸 次 減 少 ヲ示 シ,注 射 後5-7時 間 ヲ經 レ

バ 正常 値 ニ復 歸 ス ト謂 フ.

余 モ亦 追 試 セ シ ニ,略 ボ之 ト同 樣 ノ結 果 ヲ得 タ

リ(表 省 略).

2. Diuretin過 血 糖 ニ及 ボ スBulbocapninノ

影 響

先 ツ1列 ノ家 兎 ニBulbocapnin 10-20mgヲ 注

射 シ テ其 ハ血 糖 ノ經 過 ヲ觀察 シ,其 ノ後 一 定 時 日
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ヲ經 テDiuretin 0.5g注 射 後30分 ニ シテBulbo-

capninノ 前 記 ノ量 ヲ注 射 シテ血 糖 ノ消長 ヲ 窺 ヒ

タル ニ其 ノ成 績 第3表 ニ示 ス如 シ.

第3表 Diuretin過 血 糖 ニ及ボ スBulbocapninノ 影 響

本 成績 ニ據 レバ,Bulbocapninハ 正常 家 兎 ニ於

テハ10mgニ テ7-12%ノ 血 糖増 加率 ヲ示 スニ,

Diuretin 0.5g前 處 置 後 ニ於 テ ハ48-64%ノ 血

糖 上 昇 値 ヲ示 シ,又Bulbocapnin 20mgハ25-

28%ノ 増 加率 ヲ有 スル モDiuretin投 與 後 ニハ43

-59%ノ 血 糖 増 加 ヲ招 來 セ リ.故 ニBulbocapnin

ノ血 糖 上昇 作 用ハDiuretin家 兎 ニ於 テ ハ 恰 モ

正 常 家 兎 ノ場 合 ヨ リ増 強 スル ガ 如 キ觀 ア ル モ,

Diuretinハ 斯 カル量 ニテハ 平 均120%前 後 ノ血

糖 上 昇 ヲ來 スガ 故 ニ,Bulbocapninノ 過 血 糖作 用

ハ 正 常 時 ニ比 シ増 強 發 現 スル ヤ否 ヤハ今 俄 ニ斷 定

シ得 ザ ル モ,Diuretin過 血 糖 ハBulbocapninト

ノ併 用 ニヨ リ著 シク減 弱 スル事 ハ 明 カ ナ リ.

III. 葡 萄 糖 注 入 ニ ヨル過 血 糖 ニ及 ボ スBulbo-

capninノ 影 響

第1報 及 ビ前 項 ニ於 テ述 ベ シ如 ク,Bulbocapnin

ハ 中樞 性 タルAntipyrin,硫 酸Magnesium及 ビ

Morphin過 血 糖 ニ對 シ,何 レモ催 進 的 ニ,中 樞 性

及 ビ末 梢 性 タルDinretin過 血 糖 ニ對 シ テハ 抑 制

的 ニ作 用 ス,

然 ラバ神 經 系統 ニ 由來 セザ ル血 糖 増 加 ニ對 シ如

何 ナル 作 用 ヲ現 ハ スヤ.蓋 シ興 味 アル 間題 ナ リ.

仍 ツ テ余 ハ葡 萄 糖 ノ靜 脈 内注 入 ニ據 リ其 ノ負 荷 ヲ

行 ヒ,之 ニ因 ル血 糖 増 加 ガ如 何 ナル 影 響 ヲ受 クル

カ ヲ檢 セ ン トス.殊 ニ前 述 ノ如 ク,豫 メ實 驗 的過

血 糖 ヲ惹 起 セ シ メタル 家 兎 ニ於 テハBulbocapnin

ノ血 糖 上 昇 作 用 ハ 正 常 ノ如 ク發 現 セ ザ ル ヲ觀,コ

レガ成 立 機 轉 ヲ糖 中 樞 ノ調 節 作 用 ニ歸 セ シ コ トヲ

考 慮 シ,一 層 興 味 ヲ覺 エ タ レバ ナ リ.

體 重1kgニ 對 シ1gノ 葡 萄糖(20% pro kg

5ccm 1分 時)ヲ 算 殼 靜 脈 ニ注 入 シ,過 血 糖 ノ經 過

ヲ觀 察 セル1列 ノ家 兎 ニ,一 定 時 日 ノ後 該 物 質 ノ

同量 トBulbocapninノ 著 明作 用 量20mgト ヲ併

用 シ,其 ノ過 血 糖 經 過 ヲ窺 ヒ タル ニ,其 ノ成績 第

4表 ニ示 ス如 シ,
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第4表 葡 萄糖注入 ニヨル過血 糖 ニ及 ボスBulbocspninノ 影 響

即 チ6例 ニ 於 テ 本 物 質 ハ 葡 萄糖 過 血糖 ヲ(9-

75%)抑 制 スル ヲ觀 タ リ.

以上 ノ實 驗 及 ビ前篇 ノAtropinト ノ併 用實 驗

成 績 ニ徴 スル ニ,BulbocapninハFalta等 ノ所

謂 間 腦糖 中樞 ニ於 テハMorphinト 同 樣 ニ其 ノ交

感 神經 性Adrenalin分 泌 調節 部 位 ヲ侵襲 スル ガ

如 ク,本 物 質ガ實 驗 的 過 血 糖 ヲ抑 制 スル所 以 ノ モ

ノハ本 物 質 ガ間腦 糖 中 樞 ノ副交 感 神 經 性Insulin

分 泌 調節 部 位 ヲ直接 侵 襲 スル ニ ヨル ト解 スル ヨ リ

モ,他 種 藥 物投 與 ニ ヨル血 糖増 加 ガ該 副 交感 神 經

部 ノ興 奮 ヲ誘 發 スル ニ 由 ル ト思惟 スル ガ妥當 ナ ラ

ン.

即 チ該 部 ヨ リ ノ衝 動 ハ延 髓 副 交 感 神經 核 ヲ介 シ

テ膵 臟 ニ於 ケルInsulinノ 分 泌 ヲ昂 メ肝臟 糖 原 質

糖 化 機 轉 ヲ阻 止 シ斯 カ ル實 驗 的 過 血 糖 ノ遞 減 ヲ招

來 スル モ ノ ト思惟 セ ラル.

IV. Insulin低 血 糖 ニ及 ボ スBulbocapninノ

影 響

余 ハ 更 ニ實 驗 的 低 血 糖 トBulbocapninノ 血 糖

増 加 作 用 トノ關 係 ヲ窺 ヘ リ.本 目 的 ニハInsulin

(Toronto)ヲ 用 ヒ,其 ノ痙 撃 ヲ起 サ ザ ル量 ヲ選 ビテ

對kg 0.5單 位 ヲ使 用 シ,30分 經 過 後Bulbocapnin

20mgヲ 注射 シテ其 ノ血 糖 消 長 ヲ窺 ヒ タノレニ,第

5表 ニ示 ス如 キ成 績 ヲ得 タ リ.

第5表 Insulin低 血糖 ニ及 ボスBulbocapninノ 影 響

39



812 朝 川 尚

即 チ各 時 間 ノ血 糖 價 ニ就 テ觀 ル ニ,併 用 セル場

合 ハInsulinノ ミヲ單 獨 ニ用 ヒタル場 合 ニ比 シ血

糖 減 少 ノ程 度 少 シ.即 チBulbocapninバ 一般 ニ

Insulinニ 因 ル 血糖 減 少 ヲ或 程 度 マ デ抑 制 スル ノ

ミボナ ラズ,場 合ニ ヨ リテハ 第3, 4實 驗 例 ニ觀 ル ガ

如 クBulbocapninノ 血 糖 増 加 作 用(20mgニ テ

25-35%)ハ 高 度 ノInsulin低 血 糖(-52--55%)

ニ拮 抗 シ却 ツテ 血糖 ヲ増 加 セ シ ム.コ レ糖 中樞 ノ

Insulinニ 基 ツク低 血 糖 ニ對 スル調 節 的拮 抗 機能

ニ ヨル モ ノナ ル ベ シ.

V. 副 腎Adrenalin含 有量 及 ビ肝 臟 糖 原 質 含

有 量 ニ及 ボ スBulbocapninノ 影 響

余ハ 既 述 ノ如 キ 諸實 驗 成績 ニ基 ツキ,Bulbo-

capninノ 血 糖 増 加作 用ハ 中 樞 性 ニ シテ,特 ニ其 ノ

侵 襲 部 位 ハ 腦 幹,殊 ニDresel u. Lewy等 ノ提 唱 セ

ル 線 状體 糖 中樞 及 ビ更 ニ ソ レ ヨ リ下 位 ノAschner

等 ノ所 謂 間 腦 視 丘下 糖 中樞 ノ交 感神經 性Adrena-

lin分 泌 調 節 部 位 ナ ラ ン ト考 ヘ ラ レ,其 ノ際Bulbo-

capninノ 血 糖増 加 作 用 ノ發 現 ニ對 シ テ 本 中樞 ノ

血 糖 調 節 機能 ハ 重 大 ナル役 割 ヲ演 ズル モ ノ ナル ベ

ク,而 シ テ糖 中樞 ヨ リ ハ衝 動 ハ 内臟 神 經 ヲ介 シテ

副 腎,肝 臟 其 ノ他 諸 臟 器 ニ達 シ,就 中 副 腎 ニ於 テ

ハAdrenalinノ 分 泌 ヲ昂 メ以 テ肝 糖 原 質 ノ分 解

ヲ促 進 スル モ ノ ト推 論 セ リ,

余 ハ之 ガ 正鵠 ナ リヤ否 ヤ ヲ究 明 セ ム トシ本 實 驗

ヲ施 行 セ リ.

A. 副 腎Adrenalin含 有量 ニ 及 ボ スBulbo-

capninノ 影 響

先 ヅ正 常 家 兎 ニ於 ケ ル 副 腎Adrenalin量 ヲ窺

ヒ,然 ル 後Bulbocapnin 20mg注 射 セ ル家 兎 及

ビ豫 メ酒 石 酸Ergotamin 2mgヲ 注 射 シ30分 ヲ

經 テ上 記Bulbocapnin 20mg注 射 セ ル家 兎 ノ副

腎Adrenalin量 ヲ定量 セシ ニ,第6表 ニ示 スガ如

キ成 績 ヲ得 タ リ.

第6表 副腎Adreualin含 有 量 ニ及ボ スBulbocapninノ 影 響
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即 チ副 腎Adrenalin含 有 量 ハ 正常 家 兎 ニ於 テ

ハ5例 平 均0.038g/lナ ル ガBulbocapnin注 射 家

兎 ニ於 テハ5例 平 均0.028g/lニ シテ即 チAdrena-

lin量 ハ顯 著 ニ減 少 スル ヲ觀 タ リ.然 ル ニErgota-

min前 處置後 同量 ノBulbocapninヲ 注 射 セ ル家

兎 ニ於 テ ハ其 ノ値5例 平 均0.034g/lナ リ.

本 成績 ニ據 レバ.Bulbocapninハ 〓 カ ニ副腎

Adrenalin分 泌 ヲ亢進 セ シメ,又 該 作 用 ハErgo-

taminニ ヨ リテ顯 著 ニ抑制 セ ラル ル ヲ觀 ル.是 レ

Bulbocapninノ 該 作 用 ハ交 感 神經 性 ノ モ ノ ナ リ

トノ一證 左 タ ルベ シ.

B. 肝 臟 糖 原 質 含 有量 ニ及 ボ スBulbocapnin

ノ影 響

1. 對 照實 驗

先 ヅ1列 ノ正常 家兎 ニ上 記一 定 食 ヲ與 ヘ テ飼 育

スル コ ト1週 日,24時 間 饑 餓状 態 ニ置 キテ頸 動 脈

ヲ切 斷 シ急 速 出血 死 ニ至 ラ シ メ其 ノ肝 臟 糖原 質量

ヲ測 定 セ ル ニ其 ノ値 ハ10例 平均0.989%ナ リ(第

7表 參 照).

第7表

2. 本 實 驗

次 ニ他 ノ1列 ノ家 兎 ニ上 記 一定 食 ヲ與 ヘ テ飼 育

スル コ ト1週 日,24時 開饑 餓 状 態 ニ置 キ テBulbo-

capnin 20mg注 射 後2時 間 ニ シ デ頸 動 脈 ヲ切斷

シ急 速 出血 死 ニ至 ラ シ メ其 ノ肝 臟 糖 原 質 量 ヲ測 定

セ ル ニ,其 ノ値10例 平 均0.690%ナ リ(第8表 參

照).

第8表

本 成 績 ニ徴 スル ニ,Bulbocapnin家 兎 ニ於 テ ハ

正 常 家兎 ニ比 シ テ肝 臟 糖 原 質量 ハ30.2%ノ 著 シ

キ減 少 ヲ示 セ リ.

上 述 ノ如 ク,Bulbocapninハ 明 カ ニ副 腎Adre-

nalin分 泌 ヲ亢 進 セ シ メ肝 臟 ニ於 ケ ル糖 化 機 轉 ヲ

催 進 セ シ メ過 血 糖 ヲ招 來 スル モ ノ ナ ル ヲ確 證 シ 得

タ リ.

總括竝ニ結論

1. BulbocapninハMorphin過 血糖 ニ 一般 ニ

之 ヲ増 強 セ シ メ,場 合 ニ ヨ リテ ハ合 加 乃至 累 積 的

ニ作 用 ス.但 シ少 數 ノ實驗 例 ニ於 テ ハ斯 カル影 響

ノ比 較 的顯 著 ナ ラザ ル コ トア リ.

2. Diuretin過 血 糖 ハBulbocapninト ノ併 用

ニ ヨ リ著 明 ニ減 弱 ス.

3. Bulbocapninハ 葡 萄 糖 ニ由 ル 過 血 糖 ヲ顯

著 ニ抑 制 ス.

4. 本 物 質ハ一 般 ニInsulinニ ヨル血 糖 減 少 作

用 ヲ或 程 度 迄 抑 制 スル ノ ミナ ラズ,場 合 ニ ヨ リテ

ハ却 ツテ血 糖 増 加 ノ偏 勝 ヲ來 ス.

5. 本 物 質 ハ 副 腎Adrenalin含 有 量 ヲ顯 著 ニ

減 少 セ シ メ,又 該 作 用 ハErgotamin前 處 置 ニ ヨ
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リ顯 著 ニ抑 制 セ ラル.

6. 本 物 質 ハ 肝臟 糖 原 質量 ヲ著 シ ク 減 少 セ シ

ム.

7. 上 記 諸 事 實 及 ビ前 報 ノ成 績 ヨ リ觀 レ バ,

Bulbocapninノ 血 糖増 加 作 用 ハ中 樞 性 ニ シ テ,

其 ノ侵 襲 部 位 ハ腦 幹 殊 ニDresel u. Lewy等 ノ

提 唱 セル線 状體 糖 中樞 及 ビ更 ニ ソ レ ヨ リ 下位 ノ

Aschner等 ハ所 謂間 腦 視 丘 下 糖 中樞 ノ 交 感神 經

性Adrenalin分 泌 調 節 部 位(Falta)ニ シテ,該 中

樞 ヨ リノ衝 動 ハ 内臟 神 經 ヲ介 シテ 副腎,肝 臓 其 ノ

他 諸 臟 器 ニ達 シ,殊 ニ副 腎Adrenalinノ 分 泌 ヲ

昂 メ,以 テ肝 糖 原 質 分解 ヲ催 進 シ過 血 糖 ヲ喚 起 ス

ノレコ ト益 々明 カ トナ レ リ.又 本 物 質 ノ過 血 糖 作 用

ノ發 現 ニ對 シ テ糖 中樞 ノ血 糖 調 節 機 能 ハ重 大 ナ ル

役 割 ヲ演 ズ ル ガ如 シ.
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des Kaninchens.

(2. Mitteilung)
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Uber Beziehungen zwischen der Bulbocapninhyperglykamie und

experimentelle Hyperglykamie sowie Hypoglykamie und uber

den Einfluss auf den Adrenalingehalt der Nebenniere und den

Glykogengehalt der Leber.

Von

Hisashi Asakawa.

Eingegangen am 24. Marz 1939.

In der vorigen Mitteilung wurde berichtet, dass Bulbocapninhyperglykamie durch

das sympathikuslahmende Gift Yohimbin gehemmt wird, dass sie nach beiderseitiger

Splanchnikotomie nicht auftritt, dass Veronal und Luminal die durch dieses Gift hervor-

gerufene Hyperglykamie hemmen, Urethan, Chloralhydrat, Antipyrin und Magnesium-

sulfat sie dagegen nicht hemmen, sondern sie verstarken, und dass das den para-

sympathikuslahmende Gift Atropin fast keinen erkennbaren Einfluss auf diese Hyper-

glykamie ausubt, ferner dass aus diesen Tatsachen folgender Schluss gezogen werden 

konne: Bulbocapnin ruft eine Erregung des Zuckerzentrums hervor; der Impuls er-

reicht auf dem Wege uber den Splanchnicus die Nebennieren, aus denen die Ausschut-

tung des Adrenalins veranlasst wird. Der Angriffspunkt liegt im Hirustamm, ins-

besondere im sog. Hypothalamuszuckerzentrum nach Aschner u.a. sowie im Korpus-

striatumzuckerzentrum nach Dresel u. Lewy, das hoher ausgebildet ist als das erstere. 

Der Parasympathikus scheint keine wesentliche Rolle zu spielen.

In der vorliegenden Arbeit wurde am Kaninchen der Einfluss des Bulbocapnins auf 

die durch Morphin, Diuretin und Glukoseninfusion hervorgerufene Hyperglykamie

sowie auf die durch Insulin verursachte Hypoglykamie untersucht, ferner wurae der

Einfluss auf den Adrenalingehalt der Nebenniere und den Glykogengehalt der Leber 

bestimmt, um eine Bestatigung dafur zu finden, ob die Folgerungen des Verfassers 

richtig sind oder nicht. Die gefundeuen Tatsachen  ergeben folgendes:

1. Die Morphinhyperglykamie wird im allgemeinen durch das Bulbocapnin ver-

starkt; unter Umatanden wirkt dieses Gift addierend oder potenzierend, in einzelnen 

Versuchen konnte jedoch sein Einfluss nicht deutlich beobachtet werden.

2. Die Diuretinhyperglykamie wird durch Mitwirkung von Bulbocapnin ausser-

ordentlich zuruckgedrangt.

3. Bulbocapnin hemmt deutlich die Glukosenhyperglykamie. 

4. Es hemmt im allgemeinen die Insulinhypoglykamie, unter Umstanden ruft es

sogar eine Hyperglykamie hervor. 

5. Es vermindert deutlich den Adrenalingehalt der Nebenniere; diese Wirkung 

wird jodoch durch Vorbehandlung mit Ergotamin deutlich gehemmt . 
6. Bulbocapnin vermindert auffallend den Glykogengehalt der Leber .

(Autoreferat)
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